
供給不安で90ドル台に乗せる
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台後半での保ち合いを経て、92ドル台中盤まで値上がりする展開

になった。需要不安と供給不安が交錯する中で明確な方向性を打ち出せない展開が続いていたが、週末

にかけて供給不安の織り込みの方が優勢になり、90ドルの節目を完全に上抜いた。10月10日以来の高

値を更新している。

供給サイドのリスクに対する関心が高まっている。1）石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産開始、

2）10月OPEC産油量の減少報道、3）12月からの欧州連合（EU）のロシア産石油禁輸が迫る、4）主要

7カ国（G7）などのロシア産石油価格に対する上限設定を巡る議論の具体化などが、全体として供給不

安を高めている。引き続き需要環境に対する不信感も強いが、中国では新型コロナウイルス規制の緩和

を巡る議論が浮上していることも、ポジティブ材料視されている。米連邦公開市場委員会（FOMC）、

10月米雇用統計を受けてドル主導で価格が不安定化する場面も見られたが、最終的には底固さをみせた。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（10月28日時点）は、原油が前週比312万バレル減、ガソリ

ンが126万バレル減、石油精製品が43万バレル増となった。
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【現状確認】
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供給不安で90ドル台定着からの一段高を打診する
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【展望】

需給ひっ迫リスクの織り込みを背景に、底固い展開が続こう。

OPECプラスの減産対応が始まり、更に12月にはEUのロシア

産石油禁輸も予定されており、需給の引き締まりが意識され

よう。需給緩和圧力のピークを脱したとの評価が強くなり易

く、10月10日高値93.64ドルを突破すると、チャート主導の

買いも膨らもう。

全般的に新規の売買材料は乏しいが、供給リスクにマーケッ

トの関心は集まっている。11月からOPECプラスの減産対応

が本格化することになる。実際の減産幅がどの程度になるの

かは不透明感もあるが、日量100万バレル規模の減産は十分

に想定できる環境にある。しかも、この状況でEUはロシア産

石油の禁輸に踏み切るが、代替供給の確保が可能なのか不透

明感が強い。

米政府は12月に1,500万バレル規模の戦略石油備蓄（SPR）

放出を予定しているが、もはや大規模放出はこれが最後にな

る見通しであり、今後は逆に備蓄購入にトレンドは転換して

いくことになる。バイデン政権は、7～9月期決算の良好な数

値を受けて、石油会社に対して改めて増産を要請しており、

懲罰的な課税も示唆しているが、石油会社の反応は鈍い。

一方、引き続き需要サイドのリスクに対しては注意が必要で

ある。中国では新型コロナウイルスの新規感染者が増加傾向

にあることに変わりはなく、大都市でも行動規制導入の動き

が報告されると、瞬時に急落するリスクを抱えている。各国

の経済指標の下振れに対しても注意が必要。供給リスクと需

要リスクが交錯する環境が続くため、一本調子の値動きには

なりづらい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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